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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日職員旅行1班

・本日、青陽館での千葉学園看護科実習実施。

＜利用者様情報＞

・根地戸　恵様～来所時、昼食後薬のみ「土・日分足りない。」と話している。昨日、デイケアに処方された薬を全部持ってきており、スタッフと残包確認した際は不足がなかった為、自宅で服薬する時に落とした可能性はないか伝える。「探したけどないよ」と話すが、再度自宅を探してなければ、明日外来受診し不足分を処方してもらうよう伝え、外来へ情報提供している。

・古館　ヨリ様～１0時15分ミーティング終了後、「ハイターのんじゃったかも。」と話す。状況確認すると、来所後に自身のコップ付け置きの為数滴のハイターと水を入れていたが、ぼんやりして口に含んだとの事。味がおかしいと気付きすぐに吐き出したが、不安な表情で「私、死なない？。」と話す。含嗽してもらい、水をコップ１杯飲んでいただく。嘔気・嘔吐はなく10時30分体温35.7℃　血圧162/91mmHg　脈拍74回/分　血圧再検で150/93mmHg　1時間程で表情が明るくなり、以後は穏やかにプログラムへ参加し他利用者と交流持っている。グループホーム世話人へ情報提供している。

・松村　勉　様～本人より、起床後に「頭がボヤッとする感じがする。足も重い。体調が優れない」と遅れて来所するとの連絡ある。遅れて来所され詳しい状況について確認している。頭がボヤッとする感じがあり、立ち上がった際にふらつきがあり膝をついてしまったとのこと。血圧測定するが、測定不能だったと話される。歩けるようになったため来所したと話される。来所時の血圧112/84mmHg、脈拍127回/分となっている。本人は、八戸赤十字の主治医へ血圧について相談しているが、内科受診を勧められているとのこと。スタッフからも内科受診を勧めている。午後、不調の訴えないが再度血圧測定を促し、血圧118/73mmHg、脈拍115回/分となっている。

＜外来情報＞

・鈴木　真知子様～陰部にトイレットペーパーを挟む行為が悪化傾向にあり、介入したスタッフに対し一時的に興奮・易怒的となる様子が見られている。また、爪切り介護介入に対しても強いこだわり、怒りっぽさが見られている。今回怒りっぽさ等に対し薬剤調整実施。

　　　　　　　　　エビリファイ（6）　2T　2×朝夕　→エビリファイ（12）　1T　1×朝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エビリファイ（6）　1T　1×夕

　　　　　　　　　へ変更となっている。

多飲水傾向見られているが、現在の内服薬で口渇の副作用出現の可能性は低い事説明している。

2週後主治医休診の為4週間処方となっている。

・古舘　正行様～夕食前後に表情の硬さ、一点を見つめ独語する、横になり食事をする等落ち着きの無さが目立ち始めている。診察時も的外れは発言多く聞かれている。

　　　　　　　　ジプレキサ（5）　1T　→　ジプレキサ（10）　1T　1×ｖｄｓ

　　　　　　　　へ薬剤調整行っている。

　　　　　　　　2週間後主治医休診の為4週間処方となっている。

・津嶋　イチ子様～2週後主治医休診の為4週間処方となっている。

・中村　与一郎様～2週間後主治医不在の為3週間処方となっている。

・駒木　洋士様～朝方の眠気は無いものの、夕方頃の眠気が強いと話ししている。診察時気分高陽さ・多弁さは見られず落ち着いている。

　　　　　　　　レボトミン（5）　2T　1×夕　→　止め

　　　　　　　　デパケンＲ（200）　1Ｔ　1×夕　追加処方

　　　　　　　　上記の様に薬剤調整行っている。

　　　　　　　　デパケンＲ増薬に伴い次回6/19血中濃度のみ採血予定としている。
